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　「国語辞典」は一般にその時代の言語規範的性格を
持たせて編纂されるものであるeそこには「国語」の
あるべき姿を国民に知らしめようとする動機が強く働
いている。それ故に，こうした動機は当該言語の姿を
ありのままに記述させない結果をもたらすものでもあ
る。
　本稿は韓国で編纂出版された朝鮮語辞典において日
本語系借用語がどのように取り扱われているのかを調
i査し，考察しようとするものである。その結果は現代
韓国社会において日本語からの言語的影響（特に語彙
面）が如何に認識され，取り扱われているかを理解し
得る一つの基準ともなるだろう。
　本稿では調査対象として『ウリマル　クソサジョン
（u－ri－mal　khi　n・sa・d30n）』（直訳すれば『私たちの言
葉大辞典』という意。ハソグル学会編集，語文閣発行，
1991年11月，ソウル）を取り上げる。この辞典は韓国
でこれまでに出版された朝鮮語辞典の中では史上最大
級の語彙数を誇るものであるD全4巻からなり，1巻
から3巻まで（1頁から4，828頁まで）は現代朝鮮語辞
典，第4巻（4，829頁から5，496頁まで）は古語・吏読
語辞典となっている。
　ところで，植民地下朝鮮では朝鮮語辞典の編纂すら
容易ではなかった。「朝鮮語学会事件」（1942年1G月）：）
の捏造によって治安維持法が適用され，第一線の朝鮮
語研究者たちが投獄される過程で，2人の獄死者2猿
で出している。この事件と関連して，当時，朝鮮語学
会（現在のハソグル学会の前身）で編纂していた朝鮮
語辞典の原稿の一部が不穏かつ反国家的だとされ，原
稿のすべてが証拠物件として押収され3），その刊行は
日本植民地支配からの解放を待たなければならなかっ
た。こうして刊行された『タソ　サジョγ（kh壬nsa－d
5⊃n）』（『大辞典』，全6巻，1947年に第1巻刊行，第6
巻刊行は1957年）の巻頭に収められた「巻頭辞」と「編
纂の経緯」には，その苦難の歴史が記されている。1ウ
リマル　クソサジョソ』には，このrクソ　サジョソ』
の「巻頭辞」と「編纂の経緯」がそのまま写真製版の
形で再録され，『ウリマル　クソサジョソ』編纂者の朝
鮮語辞典に寄せる歴史的な思いが伝えられている4｝o
　このように日本による植民弛支配が朝鮮語使用の抑
圧，朝鮮語研究の弾圧を伴なっていたために，朝鮮語
に及ぼした日本語からの言語的影響に対する朝鮮民族
の意識の底には，今もなお民族的感情が強く作用して
いる。
　『ウリマル　クソサジョソ』の「凡例」では見出し
語選定の基準として「用いてはならない外来語［例：
u－doO（うどん），　su・sok（手続）］」も収録するとしてお
り，また，「綴字法が間違っていたり，用いてはならな
いことばなどには，特に注意させる意味で見出し語の
前に爪形の印をつけて示す」とされている。また，日
本語系借用語と認定された見出し語には「＜日」S｝と語
源表記がなされている。
　本稿では『ウリマル　クソサジョソ！（第1巻から第
3巻まで）で「〈則と表示されている語彙を全て抽
出し，これを（1）日本語原音のまま借用された音借
語，およびこの音借語と他の言語起源の語との合成か
国際教養学科。本稿は文部省科学研究費（一般研究C）補助金のもとで行なっている研究の一一部である。
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らなる混種語，（II）日本1藩の漢字語（｛テ読漢字語，訓
i涜漢字語を問わなし・）が朝鮮漢字膏で就み替えられて
朝鮮語に借用された字音語，およびその混種語に分け
て整理をした。その結果は以ウFに示す通りである。
1－1．音借語（およびその混種語）
　『ウリマル　クソサジョソ」見出し語の朝鮮語はハ
ングルi表記されているものをローマ字による発音転写
で示した。その際，ハソグル表記上の音飴の境目毎に
ハイフソを付した。
　｛列：ka－da・nia－e
　なお，ハソグルでi表記されている『ウリマル　クγ
サジョソ』の見出し語のローマ字転写にあたって，ハ’
ソグルのp，t，　k，　s，！，　tSについては，モれそれの異
音b，d，　g，1，1’，　dSも用いることとしたfi）。
　見出し語の中で（）で囲んだ部分は日本語からの
音借語ではない語構成要素であることを示している。
例えばke・da・（soLri）でtL，　ke・daは日本語から音借
語，・（so・ri）はR本語以外の雷語起源の語構成要素（こ
こでは「音」という意の固有朝鮮語）であることを示
している。
　〔］内のローマ字衷示は『ウリマル　クンサジョ
ソ』に語源表記として　Pt　”マ＝1’で記された日本語音を
そのまま示したものである。また，その後に筆者がこ
のローマ字表記に該当する日本語を漢字，’または仮名
で示しておいた7｝。
　例二ka・da・ma’e〔lca亡amae，片前」
　見出しの語の中で（）で囲んだ部分が固有朝鮮語
の場合，［］内では便宜上ハイフソで略示し，’朝鮮語
の漢字語である場合，［］内では該当する漢宇を（）
内に囲んで示しておいた。　　　　　　　　　　　、
　また適宜，語の意味など参考事項を最後に記してお
いた。
例二ke・cla・（so－ri）［geda・，下駄。「下駄の音jから転じ
　て「日本語」の意。geta・の誤記］
　：kon・（sεk）［k。n（色），紺ユ
　語彙配列の順序は，『ウリマル　クソサジaソ．iでの
見出し語配列順序に従がった。
ka・，　ke・su・ri〔kakesuzuri，懸硯〕，　ka・na［kana，
仮名］，　ka－da2　ku・ri［katakuriko，片栗粉］s｝，
ka－da’ma・e［katamae，片前。「ジャケヅト」などの意］，
ka－ri　・baη［garibang，ガリ版］，　ka－ma－ni［kamas，
臥。karnasはkamasuの誤記］，　ka’ma・bo’go
［kamaboko，蒲i鉾］，　ka－bo［kabu，株。「（花札の）
株」の意〕，　1｛a・bo・（nan－tS　hon）［kabu・，株ロ「（花札
で）株になった時のかけ声」の意，ka－bo・（de－gi）
［kabu・，株。「（花札で）株」の意］，　ka・bo－（ds
aP－ki）［kabu－，株。「（花札で）株」の意］，　ka・bo－（d
saP・ki・ha・da）［1｛abu・，株。「（花札で）株をする」の
意。－ha－daは「…するjという意の朝鮮語］，　ka・bo－
（tS｝hi－gi）［1｛abu・，株。「（花札で）株をすること」の意］，
ka・bo－（phul・d5am－d5a・ri）［kal〕u・，株。クサカゲロウ科
の昆虫の一］，　ka・san［kasa，傘，「雨傘」の意〕，
（ka－s壬）－d3i－d5i－】皿i［べ1レギー語：gas十chizillli，縮
み］，　　　lca－wa・Sa－，　kis－（bj　DOI）［lcawasaki（病），川匝晦L］，
kan・dε一gi［kan亡eki，かんてき。「七輪」のこと］，
（kam－d30）－u－doo［（甘藷）udon，うどん。じゃがいも
を原料とした乾麺］，　　（kas）－ha・P　ko［－hako，箱。成
入男性が被った伝統的な冠（kas）を収納する箱］，
ke－da　［geda，下駄。　getaの誤記］，　ke－da－（so－ri）
［geda－，下駄。「下駄の音」から転じて「日本語」の意。
geta一の誤調，　lce－ra・d5・i・－ri［英語：gelley＋zuri，
ゲラ刷り］，　ko・da－P　s　i－［kotatsu　，’こたつ］，　ko・
de［kote，鰻］，　ko－ma・bo－lcho［komabolco，高麗
鉾・狛鉾。日本に伝わる高句麗音楽の一。］，　ko－ma－
bu－e£komabue，高麗笛］，　kon－nj　a・7　ku［konnya・
ku，コソニヤク］，　lc。n－1。［k。11r。，　tE炉］1｛on・（sε”）
［kon（色），紺』「紺色」の意9｝］　ku－ru－m自［kuruma，
車］，　ku－ru－ma－（，　kun）［kuruma－，車。「車引き」の
意］，　na・go・ja・（d3Dn）［nagoya（種），名古屋。にわ
とりの品種名ユ，　（nEm－bi）－u－doロ〔－udo！1，うどん。
「鍋焼きうどん」の意］，　no・gada［dokata，土方］，
no・ga・da・（phan）［dol｛ata・，土方。「土方の工黙現場」の
意］，　　no・ga・da－（phε）［dokata（牌），　土方。　「土：与「覗】
間，．土方たち」の意］，　no－7　kaO［dokan，土管］，
ta・り　ku－aP［takuan，沢庵］，　ta－da一皿i［tatami，
畳］，　ta・da・mi・（baD）［tatami（房），畳。「恐部屋」の
意］，　ta・ra－i［tarai，　タライ］10，，　ta－ma－ne・gi
［tamanegi，玉葱］，　ta’mu・！i［亡amUSi，田虫］，
亡a・bi［tabi，足袋］，　tan－do・ri［tandori，段取り。
dandoriの誤記］，　tan－7　po・P　po［tanpopo，たんぼ
ぽ］，　tε一g血一ri－（bε）［tekuri－，手繰り。「手繰り船」の
意力i？］，，　tε一bi［tabi，　足i袋］，　　tε一Ppa－ri
［depP rri，出っ張り。　depPariの誤記］，　tε11・ma－
（SOn）［tenma（船），伝馬。　tenrna般と誤記されてい
る］，　tem－ma［temma，伝馬］，　tO－7　kO－ro－（ma）
［to oro・，ところ。「ところいも」の「いも」が朝鮮語
（長芋の意）に置き換わった語1，　to・7　ki・da・Si
［tokidasi，研出し。　togidasiの誤記］，　to・P　tae
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　［t・ta・，’トSeソ］，　t。－7　taP－　（phan）［t・tan（板），卜
　〃］，．亡。・sa・（gj・Dn）［t。sa（犬），土佐．「土佐犬」の
　意。］，ri・ja’kha［riaτ・ear，リヤカー。和製英語なの
　でrijakaaと語源表記する方が好ましい］，　ma・gu・
　rno［magumo，高句麗，百済で用いていた楽器で，か
　つて臼本に伝来したものといわれる］，　ma－r　十　m
　［marumi，メLみ？．角材の角に残っている樹皮の部
　分］，ma・mε一（khoU）　［mame・，豆．　kh。日は「豆」の意
　の朝鮮語］，ma・a［maa，（間投詞で）まあ］，　11）ma
　ローga［mauga，漫画D「笑い者」といった意］，　me－d5i
　［meji，目地］，．me”・ki［mekki，鍍金］，　m。．7　tSi
　［mochi，餅。「餅米で作った餅」の意］，　mo－，　tSi．（P
　tok）［moehi－，餅。「餅米で作った餅」の意。，tゴは「餅」
　という意の朝鮮語］，　mom・me［memme，匁］，
　mom－，　pe〔mombbe，もんぺ。　mompeあるいは
　monpeの誤記。山袴の一一種］，　エnu・de2　po［mu亡e・
　PPo，無鉄砲］，　mi－na－ma－tha・（pj　oO）［minamata
　　（病），水俣］，’pe・da・（d50・phan）［beta（組版），べ
　た。「べた’組み」の意］，　pen－7　to［bento，．弁当］，
　pi－P　ka－（bOn－7tbヒーha・da）［pika・，ピカ。日本語「ピカピ
1カ」の省略語「ピカ」と朝鮮語pっ11，ゆRhada（ピカピカ
　だ）からなる合成語。「ピカピカしているi，上等だ」と
　いった意］，pi－P　ka・bi－？ka・（ha・da）［pikapika’，ピ
　カピカ。「ピカピカしている，上等だ」といった意］，　7
　peCl77　ki［ペソキ。オラソダ語のpekに由来すると語源
　i表記されている］，　り　pe［1－P　ki－（dsa｛｝－i）［ペンキー。「ペソ
　キ屋」の意1，　P　peU－，　ki－（tS　hil）［ペンキー。「ペンキ塗
　り」の意］，　，peO－P　kis－（ltYp）［ペソキー。「ペソキ屋」の
　意〕，sal7・lcu・ra［sa1｛ura，桜］，　sa・rap－sa－ra。［sar・
　asara，サラサラ。水が流れる音］，　sa－ru－ma－da［sarL
　Umata，猿股］，　Sa－mu・ra・i［Samttrai，侍］，　Sa－li－mi
　［sasimi，刺身ユ，　sa－i［sai，才。尺貫法の単位］，
　sam－，　pu－ra［sanpura，サソプラ。合金の商品名サソ
　プラチナの略］，　sja・mi－sen［syamisen，三味線］，
　sε・？ki－i2　ta［sekiita　一，堰板］，　se・bi・r。［sebir。，背
　広］，　（so）－gu・ru－ma［－kurunコa，車。「牛車」の意。　so
　は「牛」という意の朝鮮語］，　（SOI1）－gu－ru－ma
　［－kuruma，車。「手押し車」の意ロsonは「手」という意
　の朝鮮語］，　sjo－ri［shoori，小吏。「使い，小使いjの
　意］，　（su1）－khu－se［－kuse，癖。「酒癖」の意。　su1は
　「酒」という意の朝鮮語］，　鹸一，ki－ja－71d［skiyaki，
　すきやき。sukiyakiの誤記］，12〕s　i－－ri［suri，「（人の
　ものを盗む）すり」の意］，　s壬一ri［Stlri，刷り。印刷用
語の一］，s壬一li［SuSi，寿司］，　Si－ga－ra［sigara，
　しがらみ（篠・柵）。土木用語の一］，　li－ga－ra・mi
［sigarami，・しがらみ（iig・柵）．土木用語の一］，　Si－
ra－li［slrasu，白子？。「ウナギ」のことと解説が付さ
れている］，　Si・rε　・－mi［sirami，しらみ（鼠）］，　Si－
ma・i［simai，終い。「（店や仕跡を）終えること」の意］，
　Sj・mo－no・se－khi－（dso－jak）［simonoseki（条約），下関］，
Si・b。ri［sib。ri，絞り。　f（カメラの）絞り，おしぼり」
の意］，　Sin－7　piu〔sinpin，新品。「薪しいもの，憂米，
・素人」の意］，　（，sa－ga）－ga・ma・ni［－kamas，夙。
kamasuの誤記。「荷物を包むかますjの意｝，　7　s　i－ri
［suri　，「（人のものを盗む）すり」の意］，　，S壬一ri・（P
kun）　［suri－，「（人のものを盗む）すり」の意。PkU11はあ
る仕事や行為を職業，もしくは習慣的に行う人を表わ
す朝鮮語援尾辞］，　7S＋－me・e・ri［tSUmeeri，詰襟〕，
a・？ta－ra・　Si　［atarasi，新しい。「処女」の意。「新しい」
が語源なので，語源表記はatarasiiとすべきである］，
a－ma－gu［amagu，1雨，具，「（外套やレイソ＝一トの襟
についている）フード」の慧］，a－maP－uj［amagu，
雨具。前のa・ma－guと同じ意。　a－maO　－uj　thゴL十］
kD1・ot－naという諺が紹介されている。直訳すると
「フードにあごをかけたのか？」。意味は「後ろ盾を信じ
て取るに足りない奴が驕慢にふるまうんだなあ1］，
a－s　十一kha－（mun・hwa）［Asuka（文化），飛鳥］，　a－s壬
一k”a－（1i－dε）［Asuka（時代），飛鳥］，　a・i・gu－7　tli
［aiguti　，あいくち（合ロ七首）。　ail｛atiの誤記］，　a．
dsi［azi，アジ（鯵）］，　aU－7　ko［anko，鱈こ。「（食べ
物の）あんこ，（発破用の）あんこ」の意］，　ja－1ni
［yami，闇。「闇取引」の意］，　ja－dsi　［yazi，やじ．（野
次・弥次）〕，　e－ri［eri，襟］，　en［｝Tell，円。　enの誤
記「（日本の通貨単位で）円」の意〕，　jり一？　ki　［yoki，よ
き。斧の一］，o－gi－IIOSPOP［Ogino（法），荻野。避妊法
のマ］，　o－dee［oden，おでん］，　〇－ja・buO［oyabun，
親分］，　waLP　ku［waku，枠］，　wa－dae［wata，わ
た（海）e「海」の意］，jo・Si・da・（7　ko－ri－ha－ru－sal－i）
［yosida－，カ．ゲロウ科に属する虫の名］，　jo’・d5i
［y6zi 楊子］，13）jo・khan［yokan，羊葵。　yOkanの誤
記］，　u－doO［udon，　うどん］，．　ju－dan－7　po
［yutanpo，湯タソボ］，　i・ro・ha［lroha，伊路波。1492
年に朝鮮で作られた倭学書の一］，　i－a－tShi　［iwaSi，
いわし（鰯）］，　i－ru－P　ku［iriko，炊り子。「煮干し」の
こと］，　　in・ba・i［inbai，　淫易冒］，　tli・？ku［tikl｛tt，
チック。男性用整髪料の一一r－，コスメチヅクの略］，tSi－
dsi・mi［chizimi　，縮み。繊維の一］，　ki；u・se［kuse，
癖］，亡he－tho－ron［Te士oron，テトロソ。合成繊．維の商品
名］，　ha一りko・（ba］J）［halco（房），箱。「堀っ立て小屋」
の意］，　ha－ru－11a［haruna，春菜］，　ha－1〕u－t　S±’a
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［habticha　，波布茶〕，　h。・ri－（，　kun）［h。1’i・，堀り。
「盗掘服」の意］，　ho－ja［hoya，火屋。ラソプのガラス
製の円筒のこと］，　hi・no・lchi・thi・oI［hinolcitiol回ヒノ
キチオール］，　hi・ro・PPoO［Hiropon，ヒロポソ］（以
上，147語）
1－2．上記資料に基づく考察
　①どんな辞樽でも見出し語採用にあたっては一定の
原則を立てなければならないが，日本語からの音借語
についても例外ではないはずである。
　『ウリマル　クソサジョソ』では上寵のように延べ
M7語（日本1語からの音借譜部分だけでの異なり語彙数
では118語）の日本語からの音借語が見出し語として採
用されている。しかし，そこには確固とした見出し語
選定上の原則は立てられていないように思われる。な
ぜなら，現実に現代韓濁社会において用いられる日本
語からの音借語は，これとは比較にならないほど多く
存在しているのであり，使用頻度の高低にもかかわり
なく，場あたり的に語彙が見出し語として採用されて
いるとしか判断できないからである。そして，たとえ
ばKの項に限って言っても，今日でも口頭言語で広く
用いられている以下のような語彙が見出し語に採用さ
れていないのである。
1｛a－Pku（額）　lca『7　ku－bu・P　tli（額縁）　ka－da（型）　ka－da
（肩）lca・do（角）ka－ra（空）1｛a・ra（柄）ka・ra・ma・
wa・Si（「ビリヤートで」からまわし）ka・ra・s　十（ガラ
ス，女性用の短かいxトッキソグの一種）ka・ra・o・りke
（カラナケ）　ka－ri（借り）　ka・bu－Si－7　ki（株式）　ka－o
（顔）　ka・o・ma－dam（顔マダム）　kai・daU（階段）
ka・i・ba・si（員柱）　kan・d30（勘定）り1｛a　e－gi－ri（罐
切り）ken・り　to（見当）ken・se－i（牽制）kem－7　pe・i
（源平）　ko－do・ri（「花札で」五鳥）ko・ba（小羽）7
ko・boD（子分）ko・ba’i（勾配）kon・d50（根性）ku－du
（靴）ku・ra（くら，「嘘」という意）ku’sa（「花札で」
草）ku－sa－ri（腐り）ku2　tli（口）ki－do（木戸。「木
戸番」の略）ki－re－ba－li（切れ端）ki・re・i（奇麗eビ
リヤードでうまく玉を当てたときに発する掛け声＞
ki・ri（切る。　f花札で」札を切る事）ki・ri・？ka・i（切り
替え）ki・rna・i（気前）ki・P　s十（傷）ki・d5i（生地）P
kiゴkaO（金柑）　kin－，　tSa・ku（きんちゃく）など。
　このような重要な語彙が見出し語から脱落する必然
性はどこにもない。『ウリマル　クンサジョソ」では日
本語からの音借語の多くが無蜆されている，あるいは
体系的な宴前調査がなされていないと言わざるを得な
い宙14）－1　r」）
　日本語からの音借語を見出し語として採用するにあ
たって，記述上の原則が立てられているとすれぽ，基
本的に「用いてはならない語」として位置付け，見出
し語に採用された音借語には朝鮮語醇化のための置き
換え語を示すようにしていることくらいである。
　frrli：ka．da．7　k　u－ri→：）1．】e．d3is－ka－ru
　②日本語から借用された音借語であっても「く日」
の語源表示がなされていないケースが若干見られる。
　ja・ma
　「〈多い事〉の俗語」と語釈が施されている。これは
日本語「山」を語源としている。「たくさんあること，
山積み」という意味のほかにも，「鍵山，ねじ山」など
の意味でも用いられている。
　phun
　「〈女〉の俗語」と語釈が施されているが，これは日
本語「舟」を語源としている。
　P　pi・ri
　「〈子供，学生，部下，娘〉の俗語」と語釈が施され
ているが，これは日本語「びり」を語源としている。
　ma－i
　「〈紳士服〉の俗語」と語釈が施されているが，これ
はka－da・ma－i（片前）の前略語である。
　7　pirra
　英語のbi11を語源とすると記述されているが，日本
語の江戸時代にも用いられた演劇用語「片（びら）」を
語源とする語である。
　ku－du（靴，「革靴」の意味）も日本語から入った語
奨である。植民地時代の活字文献中で朝鮮語の文章中
でもku－7　s　iという語形で用いられていたことからも
閉らかな事実であるJ6）。しかし，どの範囲までを借用語
として見なすかの線引き基準は恣意的なものと言わざ
るを得ない。そして，ku・duのように朝鮮語に定着し日
本語からの借用語であるという意識が消え去った語彙
については，借用語扱いされなくなる傾向を持つ。
　③和製洋語からも多くの語彙が朝鮮語に借用されて
いる。『ウリマル　クンサジョン』では，ka・sol－1in－s壬・th
εn・d壬（ガソリソスタソド），Ico1－in（ゴールイソ），
ma・i－lc”a（マイカー），ε一ph壬一thD－so－bi－5壬（アフター
サービス ，ol・d　i－mi－s　i（ナールドミス），　the’i－b　i　1－sを
一phi・tShi（テーブルスピーチ）などには「日本で作られ
た英語」と和製英語である旨の解説が付されているが，
これは徹底していない。たとえば，e－O－klton（ヱアコ
ン「jf7paO－7　ku（パソク），　han・d壬1（ノ、ンドル），　a－i－s壬
＋－汲??氏Edi（アイスキャソディ），　sja－ph壬一P』en－s封
（シャrプペソシル）など和製洋語の大部分にその旨
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の解説が付されていない17）。
　また，和製洋語で「〈日」の表示がなされているの
はri・ja－kha（リヤカー），　tSi－7　ku（チヅク），および疑
似和製洋語とも言えるthe・tho－ron（テトロソ），　hi・nokh
i－thi・ol（ヒノキチオール）だけである。
　見出し語に採用されている祁製洋語からの借用語の
うち，その大部分についてo・m壬一ra・i－si（オムライス）
では「く仏語・omelette英語．　ricej，　ga・s壬・s壬一tho－b十
　（ガスストープ）では「ベルギー謡．gas英語．　stove」
と語源表記がなされているように，借用される直前の
ことば（前籍語）が日本語であること，すなわち和製
洋語であることが分からない語源蓑記とtっている。
　④オラソダ語，ポルトガル語，スベイソ語から日本
語を経由して朝鮮語に入った語彙のうち「〈日」と語
源表記がなされているのは，オランダ語から日本語を
経由した，peη一りki「ペソキ」，ポルトガル語から日本語
を経由した亡。－P・tae「トタン」の2語しか見当たらない。
　その他の次のような語彙については，日本語を経由
して借用された事実には触れられていない。
　オラソダ語起源の語彙：kan－de－ra（カソテラ），
nam・pho（ラソプ），　s壬・－kho・ph壬（スコップ）など。
　ポルトガル語起源の語彙：ka－，　pa（カッパ），ko・P　pu
　（コップ），tem－P　pu・ra（テソブラ），7paU（パン），　kh
a－s　十一t”el－1a（カステラ）など
　スペイγ語起源の語彙：me・ri－ja－S壬（メリヤス），？
ka・P　pa（カッパ）など
　⑤英語起源の語彙の中でも日本語を経由して借用さ
れた李実がその語形上からも明らかに読み取られる以
下のような語彙であっても「＜日」という語源表記は
なされていない。（ただしre－ru〈【〆一ル〉のように「く
日」表示の付された極めて例外的なケースもないわけ
ではない）
to－ra－，　ku（トラック），　ra－mu－ne（ラムネ），　ma－hu・ra
（マフラー），mi－Sio（ミシソ），　a－i－ron（アイロソ），
pa・7　ke・，　s壬（バケツ），，　pa・P　ku（ノミック），7pa－7　ta
（バッター，「殴る棒，葎で殴る議，野球のバッター」な
どの意味で用いられる）
　⑥見出し語選定に際して用いられたであろう資料に
片寄りが見られるようである。たとえぽ，済州島地方
で用いられる日本語から音借語としてka－san，　kan・
tε一gi，　kam・dsp－u・doq　kas・ha・？ko，　wa－daPが見出し語
として採録されているが，これらは境代韓国社会では
ほとんど用いられない語彙と思われる。上でも述ぺた
ように，広く用いられている数多くの語彙を採録せず，
こうした使用頻度の極めて低い語彙を採録している結
果を見る時，辞典編纂にあたって日本語からの音借語
に関する跡前調査作業が不十分であっただろうと指摘
せざるを得ない。
　また，wa・dagは日本語の古語「わた」からの音借語
とされているが，ここでは借用関係の問題であって系
統論上での議論ではない以上，再検討を要する記述で
あると思われる。
　⑦『ウリマルクンサジョソ』の凡例には「人名，
地名などの固有名詞は原則的に扱わないことにした
が，歴史，および国学に闘連する一部の語彙はi扱うこ
とにした」と記されている。こうした原則に基づき百
科事典的な性格に陥ることを避け，コトバの辞典とい
う性格を鮮明に打ち出している。このようにコトパの
辞典が安易な商業主義的傾向に流れないように心掛け
ている点は高く評価されるだろう。
　そして，『ウリマル　クソサジョソ』の見出し語に採
用された日本語からの字音語ではわずかに以下の語彙
が見られるのみである。
　川崎病，高麗鉾，高麗笛，名古屋種，土佐犬，水俣
病，サソプラ，下関条約，飛鳥文化，飛鳥時代，荻野
法，ヨシダ，ko－ri・ha－ru－sal・i，伊路波，ヒノキチオール，
テトロソ（以上，15語）
II－1．字音語（およびその混種語）
　　『ウリマル　クソサジョソ』で見出し語として採用
された日本語の漢字語からの字音語は全てハソグルで
表認されているが，本稿ではローマ字転写による発音
表記は行なわず，漢字表記のみ示した。朝鮮語漢字音
は数十の例外を除けば，そのほとんどが1字1音で，
以下に掲げた語彙資料のうち，1字2音で発音のちが
いを示すものは「代物弁償」，「代物弁済」の「弁」の
発音（phanとpjon）のみである。
　混種語の場合，その語構成要素のうち字音語以外の
要素を（）で囲って示した。
　（）内に発音記号で示したものは，『ウリマル　ク
ソサジョγ直において固有朝鮮語，もしくは欧米語か
らの借用語として扱われている語である。なお，欧米
語からの借用語の場合，［］内ではピウリマル　クン
サジョソ』での語源表記をそのまま示しておいた。
　また，（）内に漢宇で示したものは『ウリマル　ク
ソ　サジョソ』において，もともと朝鮮漢字語である
語として扱われていることを示している。その他，適
宜［］内に参考寮項を記しておいた。
　なお，日本語からの音借語と字音語の合成からなる
混種語は上記「1－1．音借語（およびその混樋語）」
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の項にまとめておいた。
　語梁配列の1順序は、『ウリ’マル　クソサジョンAでの
見出し語配列順序tこ従った。
仮果，仮構，仮根，価金，（家）道共，稼碍，稼得（ha・da），
仮病，仮縫，仮払，仮払（金），家賃，（籔財）道具，
仮政府，（家族）手当，仮種皮，仮支払，仮差押，脚絆，
甲状腺，（『iU　）船渠，強点，（強制）積立金，介殻，介
殻（類），介殻（虫），概算払，（改印）届，（去来）先，
建干継［建干綱と誤記されている］，建網，（乾）船渠，
（乾式）船渠，建玉，巾着総巾　着船，楕段数，格文
〔格紋の誤記か？］，猪別（ha・da），格子文陥子紋の
誠記か？ヨ，格子（e・nO－d5i）［英語：energy］，（絹糸）
腺，見習，見習工，見習記者，見習生，見習職工，見
積，児積裡，堅調，見取見，見取図，犬轡，犬歯石，
犬歯（toD［telは「石」という意の固有朝鮮語］，（欠
勤）届，（欠席）届，鯨猟，頸腺，硬水，頸飾，頃日硬
調［写真用語］，硬調［株式用語］，景品，景品券，景
品付，競合，競合（ha・da）〔ha・daは「する」という意
の固有朝鮮語］，一届，（計定）口座，届出，届出（伝染
病），一高，高跳台，藁細工，高水敷地，雇賃，雇入，
苦潮，古参，古参（権），古参（兵），箆鵜［kon－jai‘と
発音］，毘蕊版〔kon－jak・phanと発音］，（供給）過剰，
（空気）溜，（共同）差押，（共同）請負，空売買，控
所，G共用）煉瓦，工賃，空株，控柱，果物，果物（塵），
過般，過払，過剰，過剰（防衛），過剰（生産），過剰
性（iヨ晦形），過剰（数），過剰（人口），過剰（歯），過
剰（避難），広跳，掛竿，掛金，掛金（ha・da），掛袋，
交番所，交織，（口腔）腺，口蓋，口蓋骨，口蓋帆，口
蓋帆麻痺，口蓋腺，口蓋垂，口蓋i垂音，口蓋音，口蓋
音化，口蓋破裂，口蓋扁桃球根，（構内）売店，球面
過剰，勾配［句配と誤記されている］，勾配（d5a）［句
配dsaと誤記されている］，勾配（標）［句配標と誤記さ
れている］，購入，購入（処），購入（品），口座，口紅
鯛，球戯，局待払，券番，捲上機，捲上法，捲線，捲
線機，巻刺網，巻取紙，巻貝，巻貝（類），闘本，闘席，
囲魔（裁判），閉席（判決），軌条，軌鉄，畳下，（硅酸）
煉瓦，（硅石）煉瓦，根固（po・rjつk），根問葉問，根石，
根性，根切虫，金満（家），金物，金物（店），今般，
金捧，（金銀）細工，（金）地金（本位捌），今次，金側，
今回，（急）勾醜，綺羅星，寄留（届），磯松，磯松科，
記入，忌中，起重機，機織，寄進，（螺糸）山，捺染，
落網，落丁，卵球，卵膜，卵状，卵形，卵形嚢，卵形
　（線），捺染，捺染機，捺印，捺印（ha－da），納得，蝋
纈，浪漫［日本語の「浪漫」はフラソス語のromanか
らの借用語と記されている］，浪漫的［β本語の「浪漫
的」は英語のromanticからの借用語と記されてい
る］，浪漫主義［日本語の「浪漫主義」は英語のromanti・
cismからの借用語と記されている］，嚢網，内金，内達，
内談，内療，内輪，内訳，内訳（：1‘t自」），内入金，内切，
内切（円），内職，内陣，内陣（柱），内探，（耐風）燐
寸，（冷染）染料，露掘，路床，老若，労銀，労賃，労
賃（基金説），労賃（労働），労賃（鉄剣），露天掘，露
天採掘，露礁，緑門，論断，論談，頼信紙，涙腺，置
換，（多重）捲線，（単細胞）腺，短所，端数，（単純）
乗数，（断熱）煉瓦，団子（？ko・d5i）［7　ko・d5i　eま「串刺
し料理」という意の固有朝鮮語］，団子緋，段車，短針，
達弁，達弁家，担架，胆嚢，談合，談合請負，談合（行
為），曇後晴，蛮前作［沓は「水田」という意の朝鮮の
国字］，当分間，当所，唐手，当月限，当処，唐綴，唐
草，唐草（mε一d｝P）［mε一d壬Pは「組みひも」という意
の固有朝鮮語］，唐草（mu－n＋j）［mu・n　i・　jは「紋様」
という意の固有朝鮮語］，唐草紋，唐草瓦，唐草絵，当
限，当惑，貸家，対決，対決場，代金，貸金，貸金業，
貸金業者，待機室，大納会，対当額，対当（ha・da），
代料，貸料，（代理）受渡，大売出，大模網，大文字，
代物，貸物，代物弁償［tε・－mul・pj　on－saeと発音］，代物
弁済［tε一mul－pj　on・dseと発音］，代物弁償［tε一mu1－ph
an・saVと発音］，代物弁済［tε一mul－p”an－dseと発音］，
大発会，貸方，代弁［tε一bjOnと発音］，貸本，貸本業，
貸本店，貸本（ha－da），貸付料，大敷網，貸費生，大
写，貸上，貸上金，貸席，代位，代位（弁済）［tε一uj・bj　Vn－d
5eと発音］，代位（相続），代位（訴訟），代位（訴権），
代位（弁償）［tε　一一　uj－phan・saDと発音］，代位（弁済）［tε
一uj・phan－d3eと発音1，貸賃，貸切，大切（s壬一rっP－ta），
貸店，貸店舗，貸主，台地，対持，帯紙貸地，台地
　（玄武岩），貸綴，貸下，貸下金，待合室，伝馬（bε）
　［tεn・ma・bεと発音されることから，日本語からの音
借語として扱うべき語〕，掲臼，道具，道具視，道具（主
義），島国，島国根性，（盗難）届，逃路，塗料，島流，
盗物，渡世，稲植，刀身，塗薬，島人，稲作，賭場，
揺杵，島地，逃出，条虫，逃脱，逃脱速度，刀貨，道
化師；独居監房，独居制，篤農，篤農家，読了，独舞
台，読物，毒弁，（毒）腺，毒牙，（督促）手続，頓才，
頓智，突立，突抜，突傷，突顎，突槍，胴金，同途，
同隷，（冬眠）腺，冬服地，（銅）細工，同様，（藤）細
工，（rim－phl）腺［芙語；1ymph÷腺］，網地，網針，
綱版，売高，売渡，売渡担保，売渡抵当，売渡証書，
売渡質，買戻，買上，売上，売上高，売上金，買上償
還，（媒染）染料，売場，買切，売切，買占，売店，買
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主，売主，買主（独占），売主（独占），買主（選択），
売主（選択），買主（市揚），売主（市場），売出，売出
金，売出（帳），（麦得）細工，麦藁，麦藁（帽子），麦
藁（細工），麦藁子，盲溝盲壁，盲射，（mok－mul）
腺［mok－mu1は「墨汁」という意の朝鮮語］，明渡，明
渡令，明渡申請，明渡（ha－da），名所，明匠，名札，
母集団，無意犯，無意義，無意義（ha・da），無日歩，
霧吹器，紋章，未払金，未払金計定，（未）払入，尾腺，
米作，（未）支払，密談，密腺，密腺植物，密話薄命
視，返戻，返礼，（発光）塗料，（発光）腺，抜染，抜
染剤，発会，放飼，防水地，（紡績）腺，（配当）手続，
番号札，鋲，並木，（兵籍）届，鋲形銀［考古学用語］，
歩合，歩合高，歩合算，（複細胞）腺，服地，服地商，
（腹唾）腺，（複合）腺，（複合）乗数，本，引渡，（本
船）引渡価格，棒高跳，奉仕，奉仕者，J奉仕婚，奉仕
価格，棒組，縫綴，捧銃［ささげつつ］，一分，副甲状
腺，浮具，浮袋，敷石，敷石住居肚［考古学用語］，（浮）
船渠，浮引寄網，浮刺網，富簸，浮貼，分泌腺，（分割）
払，（不服）申立，払込［「込」は日本の国宇なので朝
鮮語では用いられず，代わりに「入」の文字が用いら
れる。以下同欄，払込（金），払込額，払込（資本），
払出，払下，非常識，非人情，備前水母［びぜんくら
げ］，備前水母科，思料，死亡届，四十雀［しじゅうか
ら］，四十雀科，（鵬香）腺，（酸性）煉瓦，（酸化）染
料，三段跳，（上告）申立書，（上告）申立人，上申，
上場，上廻，上絵，臆腺，色神，色神（検査），色神（異
常），（生殖）腺，（生殖）腺（刺激ho－r壬一mon）［ドイ
ッ語：Hor皿on］，（生殖）腺除去，（生活）賃金，妬器
腺，船渠，先金，旋網，先般，腺病，腺病質，先払，
腺細胞，船縁，旋曵網，船賃，旋刺網，船着場，仙椎，
船側，船側引渡，（選択）支払人，腺（phe・s　＋－th十）［英
語：pest］，旋風葉，船荷，船荷（主），船荷（証券），
船荷（証書），先限，舌腺，（舌下）腺，（撮護）腺，（性）
腺（刺戟ho－r妥一mon）［ドイツ語lHormon］，細工，
細工物，細工人，細工品，（細金）細工，世帯，世帯（主），
小売，小売（商），小売（商業），小売（時勢），小売（市
：場），小売（業），小売（業者），小売（人），小売（店），
小売（価），小売（価格），（訴訟）手続，消熱消熱剤，
小切手，小判形，小荷物，（消化）腺，鑓，（松果）腺，
手金，手当，手当金，受戻証券，受付，受付m，受払，
　（修）船渠，（水性）塗料，（手）細工，手続，手続金，
手続料，手続法，手続費，手続（ha・da），手順，濡子
織，守長，手錠，受取受取書，受取船荷証券，受取
　（：〕＋士111）［3弓mは「手形」という意の固有朝鮮語］，
受取（人），受取（証書），受取証，手編機，手編物，
手品，樹海，手形，手形（交換），手形（交換所），（宿
泊）届，（屠）腺，馴合（売買），馴合（O－i　m），（湿）
船渠，昇網，施錠，試合，試合（没収），試合（場），
（食道）腺，食傷，植生，植生図，植生学，浪漫（主
義），申立，申立書，申立人，申込，申込（書），（失業）
手当，実印，十八番，芽生，芽生（法），芽生（生殖），
芽生（hol－7！i），亜鉛鍍浪平板，亜鉛鍍平板，亜鉛引浪
・平板，亜鉛引平板，亜鉛葺，（a－i・s壬）染料［英語：ice］，
（a・pho－khi－rin汗）腺［ドイツ語：Apokrin］，（顎関
節）脱臼，顎下腺，安価，安価品，安価（ha－da），骸
糠［鞍鯨は日本の国字］，鞍糠科，骸鰹網，餓鯨魚，餓
糠魚目，眼高，眼帯，贋物，安産，雁首，贋印，暗瀾
幕，暗商［闇商の誤記］，暗箱［闇箱の誤記］，暗商人
［闇商人の誤記］，（巌石）繊維，巌塩，暗喩，巌漿，
巌漿同化作用，巌漿分化鉱床，巌漿分化作用，巌漿水，
押揚（phpm－ph十）［英語：pump］，押印，圧入，　H三入法，
押釘，圧条，圧条法，押紙，圧縮荷重，押取，押（p”ill）
　［英語：pin］，仰見，昴貴，昴騰，昴奮，仰信，（a戸）
手錠［aPは「前」という意の固有朝鮮語］，碍子・礒子，
哀調，液肥，液肥桶，腋芽，液剤，液汁，液汁（注入
器），腋花，（夜光）塗料，夜盗，夜盗虫，夜盗虫（na・ba
n），夜盲，夜盲病，夜盲症，夜業，若年，薬袋，薬代
薬料，略帽，略綬，薬液，鰯魚，略語，鰯魚科弱点，
両建預金，揚網機，洋服地，両積（預金），揚繰（網），
漁期，魚道，魚粉，語声，（o一壬　m）引受，（o一壬m）仲
買人，（⊃一十　m）支払人，語義，語義論，言渡，掩網，
女給，戻裏書，余剰，繧刺網，錐板［やすりばん］，礫
：岩，礫壌土，役員，逆裏書，力積，役割，縁談，年賦，
年賦金，年賦払，年払，軟水，軟水（装慨），延手票，
煉瓦，煉乳，軟調，燕千鳥，燕千鳥（科），延滞料，鉛
硝子，軟打，煉土板，漣痕，熱射病［jol・sa・bjoe，jol・sas－
pjo9の2つの見出し語がある｝，・熱願，裂敏裂騨泉，
塊豚，染ge｝，染料（植物），染粉，染衣，焔硝酸，塩吹，
葉枯病，葉挿，猟色，猟色家，猟色（Pkun），猟船，逞
兵，影照本，穎花，曳網，烏口，五十雀［ごじ＠うか
ら］，五十雀科，呉竹，誤脱，玉［証券用語］，玉繭，
玉代，沃度［ヨード］，沃度加里，沃度反応，沃度酸
沃度亜鉛，沃度滴定，沃度澱粉反応，沃度丁幾［ヨー
ドチソキ］，沃度剤，沃度（khal－ljttm）［ドイツ語：
Kalium］，沃度（khal・li）［ラテソ語：kali］，沃度（ph
o－r｝m）［ドイツ語：Form］，沃度化銀，沃度価，玉糸，
沃素，沃i素酸（khal－ljul皿）［ドイツ語IKalium】，沃素
澱粉反応，沃素化，沃素化水素，沃丁［ヨーチソ］，玉
葱玉虫，沃化沃化（na－th壬一rjum）〔ラテン語：
11atriun1］，沃化（me－thil）［フラソス語：methyl］，沃
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化物，沃化水素，沃化水雍酸，沃化水銀，沃化亜鉛，
沃化銀，沃化第二水銀，沃化第二鉄，沃化第一水銀，
沃化錦一鉄，沃化鉄，沃化（kha】・ljum）［ドイッ語：
Ka】illTn］，沃化（kiial・］jum澱粉紙）［ドイツ語：
1〈alium］，沃化（k”al・li）［ラテソ語：kali〕，沃化（kh
I隆1・sjum）［ラテソ語lcalcium］，沃化（phO－tha・sjum）
［フラソス言語：potassium］，臨粕，陥魚，網汕，　jEl！度，
渦動，渦動輪，渦動環，蛙泳，腕金，腕木，燈鶏，燈
林，位i委樹，外療，外IYJ，外申比，外中比分割，腰気，
尿路，尿路（結石），了解，了解心理学，郵信，有耶無
耶（ha・da），雲形定規、雲形定木，原物，遠写，鴛鴛
契，鴛描之契，原寸，月賦，月賦金，月賦払，月払，
剛腺，（胃底）腺，為替，（危険）手当，（乳i論）腺，流
網，油酸，油酸（水銀），抽酸（乗），油腺，乳腺，（遺
失）届，流畿，油入（khe・i－1〕｝】）［英語：cable］，流刺
網、流質，汕絵油絵具，輪栽，輪中堤，輪荷重，恩
金，（銀）細工，銀主，銀側，（銀行）払，音高，淫売，
音盤，音楽祭，耳道腺，二枚貝，裏門，利附，利附価
格，利附公債，二酸化沃素，装講，裏；！｝禁止，裏書譲
渡，衷書人，移乗，移乗（ha・da），離昇，離昇（ha－da），
離緑，利運，（利潤）割当（kha・r壬一theD［ドイツ語：
Kartell］，利銀，裏作，（移転）支払，利札，耳下腺，
（翼面）荷重，人橋，（人口）過剰，人気［ひとけ］，
引寄網，引渡，引抜，引延（ha・da），引外（ha－da），
印肉，引赤，引赤（薬），燐寸，一味，日歩，日歩（bjっn），
1ヨ付，日賦，日付（変更線），日賦（払），日付印，同
賦（販売），逸散［逃げること］，一睡，一一手（販売），
一時払，一時払（公債），一天下［広く天下に通ずるこ
と］，日割，賃労働，賃鵠，賃料，賃夫，林分，賃銭，
（淋邑）腺，（淋邑）腺腫，貸鋪，入家，立看板，立高
跳立枯病，立広跳入気坑，入墨，立泳，粒餌立
場，入質，入質背譜，入質裏書，入質証券，入歯，立
幅跳，入荷，立会、立会証人，桟橋，腸腺，場所，長
針，張合［印刷用語ユ，底曳網，底引寄網，底引網，底
刺網，（赤色）沃度禾，（赤色）沃化水銀，（赤）沃化水
銀，赤潮，前金，前渡，前渡（金），澱物，前半身，前
払、前払金，前払（費用），（前位）腺，前作，前作物，
（戦闘）手当，（前胸）腺，釦手，（酷液）腺，蝶泳，
（精塵）腺，繰越調子，尊下，種物，走高跳，走広
跳．走幅跳，（竹）細工，（脂肪）腺，支払，支払（金），
支払（命令），支払（額），支払（P－十　m），支払（人），
支払（停止），支払（地），脂肪腺，（地熱）勾配，地曳
網，地引網，持出，（直接）染料，振子，振替，質権，
質入，質入（背書），質入（証券），差金，差金去来，
差金売買，借方，此回，（参加）支払，創口，癒口，（天
然）染料，請負，請負（契約），請負（金），請負（保
証金），請負（業），請負（業者），請負（人），滞払，
硝酸，硝酸銅，硝酸（am・mo・njum）［ドイッ語：Ammo・
11ium］，硝酸塩，硝酸銀，塩（khal－ljun1）［ドイツ語：
Kaliuni］，硝石，硝石植物，硝子，硝子管，硝子球，硝
子器，硝子膜，硝子細工，硝子体，硝子海綿類，硝子
（綿），硝子（繊維素），椿事，（出糸）腺，出産，出産
率，出産（休暇），（出生）届，出荷，出荷案内，（衝撃）
荷重，膵管，就結，吹錬，吹錬所，（臭）腺，取消，（臭
液）腺，取締，枕木，（tha－r｝）染料［英語：tar〕，打
歩，唾（腺），（唾）腺（染色体），（唾）腺（染色体地
図），（唾液）腺，（唾液）腺（染色体），（唾液）腺（ho－r壬
MOI））［ドイッ語：Hormon］，打合，打合点，脱臼，（吐
糸）腺，（土）細工，（thoP－ni）道具［thoP・niは「のこ
ぎりの歯」という意の固有朝鮮語〕，投網，投網（tSil）
［tlilは動作・行為を表わす朝鮮語接尾辞］，投売t投
荷，（特勤）手当，（破産）手続，貝殻，貝殻（粉），貝
殻（状），貝殻腺，貝殻岩，貝殻（追放），貝殻（虫），
貝殻（投票），貝殻（学），（扁桃）腺，（扁桃）腺（炎），
（扁桃）腺（周囲膿瘍），平泳（皮膚）腺，荷担，荷
担人，河道，荷馬車，下命，荷物，何物，荷物送状，
夏服地，何事，（河床）勾配，蝦焼，荷送人，（下顎）
脱臼，荷電，荷電数，荷電粒子，荷主，荷重，荷重試
験，（下）請負，学修，学匠，（汗）腺，寒天，寒天（培
養基），寒天（培地），寒天（穂物），寒天（紙），寒天
（版），割賦払，割印，割増，割増（金），割増（料），
割増（発行），割増料金，割増賃金，（合成）染料，（合
成）振子，（抗）甲状腺（剤），行先，行先地，（革）細
工，（現金）引出（機），（現金）引出（kha・d壬）［英語：
card］，（血管）腺，血腺，（ho－r壬一mon）腺［ドイツ語：
Hormon｝，護護［ゴム］，糊付装，呼出，呼出（料）［呼
出科と誤記されている］，呼出（符号），呼出（音），呼
出（状），呼出（電話），（換）就結，換慨，喉仏，後払，
後作，後作（物），胸腺，胸腺（細胞），胸腺（腫），黒
板，吸根，吸墨紙，吸盤，吸盤魚，吸肥力，吸上，吸
収紙，吸葉，吸出（以上，1，207語）
II－2．上記資料に基づく考察
①日本において確立されていった近代語彙は朝鮮語
と中国語の中に大量に流入した。朝鮮語も漢字語彙が
深く浸透した言語であり，このことが近代において日
本語からの語彙干渉（語彙借用）を促進する決定的条
件となった。朝鮮漢字音で読み直しさえすれぽ，その
まま朝鮮語の語彙体系の中に組み込まれ得るからであ
る。申国語においても同様なことが起こっていた。
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　『現代漢語外来詞研究」（1958年）には「純粋日本語
（すなわち日本語にもとから存在し，しかも漢字で欧
米語彙要素を翻訳したものではない日本語の単語）を
来源とする現代中国語の外来語」の例として，次の79
語が列挙されている。
場合，場面，場所，便所，備品，武士道，舞台，貯蓄，
調製，大本営，道具，不景気，服従，服務，複写，副
食（物），復習，吉他［語源ot　geta（下駄）］，破門，派
出所，必要，保険，方針，表現，一覧表，人力車，解
決，経験，権威，化粧品，希望，勤務，記録，個別，
交換，克服，故障，交通，共同，距離，命令，身分，
見習，美濃紙　目標，内服，内用，内容，認可，玩具，
例外，連想，浪人，作物，作戦，三輪車，請求，接近，
説教，節約，支部，支醜，市場，執行，侵害，申請，
支店，初歩，症状，処女作，処刑，集団，宗教，出席，
総計，倉庫，想像，体験，退却，但書，停戦，展開，
手続，特別，取締，打消，話題，要素，要点
　以上の語彙について『ウリマル　クソサジョソ』の
見出し語と対照させてみると，r場合，打消」の2語以
外はすべて現代朝鮮語にも共通して存在している語彙
であり，見出し語に採用されている。また，この2語
を除く77語のうち，『ウリマル　クソサジョソ』におい
て日本語からの借用語であると語源表記されている語
は「場所（cha！｝－SO），道具（亡0－9U），下駄（この語の
み音借語でgeta），見習（kjっn－s壬P），手続（su－so帖），
取締（tS　huj－tS　he）」の6語のみである。
　そして，「武士道，大本営，下駄，人力車，美濃紙
浪人，三輪車」などは過去の歴史性を帯びていたり，
現代物質文明にマッチしないため，使用頻度が低下し
た語彙であるが，更に「取締」を除いたその他のすべ
ての語彙は現代朝鮮語で非常に使用頻度の高い語彙と
いえる。「取締」だけは解放後の朝鮮語醇化運動の過程
でほとんど用いられなくなった語彙である。つまり，
上に挙げた79語のうち，その約9割は現代朝鮮語にお
いて使用頻度が高く，深く朝鮮語に定着している語彙
であるといえるのである。そして，これらの語彙がか
つて日本語から借用されたという歴史上の出来事は，
韓国の一一般の人々の間ではほとんど知られていない。
　さらに『現代漢語外来詞研究』には，「日本人が漢字
の組合せにより欧米諸言語の単語を意訳，または部分
的に音訳」して造語した近代語彙のうち，中国語に借
用された語彙299語を例示している。「弁証法，美学，
美化，美感，微積分，傍謹，物質，治外法権，法人，
自治，主義，新聞，哲学，瓦斯」などこれら近代語彙
のうち，rウリマル　クソサジョソ』の見出し語に載っ
ていない語は「表演」1語のみである。
　このように，まず日本語世界で形成されたあと，中
国語に字音語の形で借用された近代語彙のほとんど
が，朝鮮語にも同様に借用されてぎた。ところが，『ウ
リマル　クソサジョソ』ではこの299語のなかで「借方，
貸方」の2語にのみ日本語からの借用語であることが
明示されているにすぎない。また，上記299語のうち使
用頻度の低い語彙は「馬鈴薯，瓦斯，借方貸方，曹
達」くらいである。
　②『ウリマルクンサジョY　．｝，で「＜日」の記号を
用いて日本語からの借用語彙であると語源表記されて
いる日本語から字音語はII－1．に示した通りで，延
ぺ語数1207語である。これは実際の借用語彙数からみ
ると，そのごく一部にすぎない。とはいえ，日本語漢
字語彙から字音語の形で借用された語彙に，日本語起
源であることをこれ程までに明記した朝鮮語辞典は，
他に例をさがすことができない。この点において，『ウ
リマル　クンサジョン』の記述は画期的な側面を有し
ており，指摘されるべき問題点はあるとしても高く評
価しうるものである。
　ともかくも，すでに朝鮮語に完全に定着し，借用語
意識が消滅している漢字語彙の語源をすべて歴史的に
遡って記述するのは容易なことではないだろうし，ま
た日本語の「国語辞典」においても欧米語からの翻訳
借用語にその旨を表示するような語誌を記述する発展
段階にまで到達してはいない。
　③『ウリマルクソサジョソ』では「〈日」の表示
がなされた語彙のほとんど全てに「用いてはならない
語」であることを示す爪形の印が付され，置き換え語
が各語ごとに矢印で示されている。
　例：se－goU→su－goり（「細工」を「手工」に置き換え
ることを指示している）
　つまり，『ウP－rル　クソサジョソ』では醇化すべき
語彙にのみ「＜日」の表示が付されているのであって，
これは言語醇化のための手段としての語源表記の役割
に限定されているeこのような語源表記の方法は，「国
語辞典」に言語規範的性格を付与させつつ，その一方
では朝鮮語語彙の体系的記述を阻害する結果となって
いる。科学的客観性を確保しようとするならば，こう
した言語醇化のための置き換え語提示を必要とするH
本語からの借用語にのみ，「く日」の語源表記を行うと
いう記述方式は，少なからず問題性をはらんでいる。
語源表記と言語醇化政策のための記述は，少なくとも
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別のレベルで扱かわれ欺けれぽならないだろう。
　また，『ウリVル　クンサジコソ」がひたすら朝鮮語
1規範化の手段としてのみ「＜1≡1」の表示を用いている
としても，料本譜からの信月］語であることが広く認識
されている以下のような語典にまで語源表記がなされ
ていないのは，相当程度に不儲な点であると言わざる
を初・ないだろう。
　例：見本，貸出，葉書，入口，出口，割引，相乗，
　　　i恐要筆，売渡，夏蜜柑
　合成語に閃して「＜日」の語源表示をみると，「一届，
船渠，腺，細工，煉瓦，染料，道具，一払，過剰」など，
ごく一一部の語彙にのみ焦点を合わせた機械的作業に
よって「く日」表示をおこなっている傾向が強くうか
がわれる。
　こうした現状をみるとき，韓国の朝鮮語辞典編纂で
は，日本語語源表記を施す対象とすべき語彙範囲を確
定する作業は未だ不十分であり，そのことは今後の課
題であると言え．る段階にとどまっているように思われ
るv
　　　　　　　　　おわりに
　日本語系｛昔用語の記述に関して『ウリマル　クソサ
ジョソ」を検討した結果，次のような特徴が明らかに
なった。
　①日本語から音俳語の形で朝鮮語に借用さオτた語彙
のうち，見出し語として採用された語は，わずかに延
べ語数147語，異なり語数118語のみである。
　それのみならず，現代韓国社会で広く用いられてい
る日本語からの音借語の多くが見出し語として採用さ
れていない。
　この結果から判断するとき，日本語からの音借語の
見出し語選定にあたって，事前調査作業が相当に不十
分であったことを指摘せざるを得ない。そして，日本
語からの音借語を見出し語として選定する際の確固た
る基準も確立されていないようである。
　②日本の地名，人名など固有名詞を見出し語として
原則的に採用せず，あくまでもコトパの辞典に徹しよ
うとする姿勢が顕著にみられるが，この点は高く評価
されるところだろう。
　③日本語の漢字語彙から借用された字音語のうち，
1，207語にはその旨が明記されている。たとえ，この
1，207語という数字が『ウリマル　クソサジョソ』の見
出し語に採用された字音語総体からみる時，その一部
に過ぎないとしても，従来の朝鮮語辞典には見られな
い画期的な特徴を示していると言える。
　④和製洋語からの借用語については，一部の場合を
除いてに，その旨が朔示されていない。朝鮮語に借用
された大猛の和製洋語は，当然のことながら日本語を
前籍語としている。にもかかわらず，例えばka－s壬一s壬
＋一@th　o－b　i（ガスストーブ）の語源をベルギー語gasと英
語stoveの合成語であるとのみ語源表記をおこなうな
ど，和製洋語である事実には触れられていない。
　⑤日本語から借用された音借語にしても字音語にし
ても，その前繕語が日本語であることが明記される語
彙については，そのほとんどすべてに「用いてはなら
ないことば」である旨を示す記号が付され，規範的語
黎としての置き換え語が提示されている。
　つまb，置き換え語を提示する必要のある場合に
限って，その前籍語が日本語である旨が明記され，そ
れ以外の語彙については日本語ルートで朝鮮語に流入
した事実には触れられることがない。
　日本語系借用語に関する記述内容の側面から『ウリ
マル　クソサジョソ』を検討してみるとぎ，その主な
特徴を以上のように整理して指摘することが出来るe
　本稿の序でも述べたように，「国語辞典」の編纂者た
ちはその時代の言語規範を示そうと意識を働かせてい
るものである。その規範意識形成には，当該言語が歩
んで来た歴史に対する評価や解釈が深くかかわってい
る。
　ちなみに，近代朝鮮語の形成は日本語との言語的接
触のもとに進行していったことは，誰も否めない事実
である。朝鮮語にとって間接的に近代西欧世界ともっ
とも接触しやすい言語的窓口が日本語であったからで
ある。日本語との言語的緩触は近代化の曙においては
朝鮮民族の主体的な言語活動に基づくものであった。
しかし，植畏地時代にあっては日本語による言語支配
の下で，朝鮮民族の言語活動における主体性はひどく
躁躍されたまま，日本語からの語彙干渉が深化して
いった。
　中国語や欧米語との混滑によって，日本語が発展し
て来たように，むやみに純粋言語を維持しようとする
ことが必ずしも言語の発展にとって好ましいこととは
言えない。しかし，植民地言語支配を経験した篤族に
とって，旧支配言語からの影響のもとに形成された混
滑言語の現実は，民族的自尊心と相容れないものとし
て相剋を生み出すe
　『ウリマル　クソサジョソ』における日本語系借用
語の記述にも，こうした相剋の痕跡が刻みこまれてい
る。そのことは，西欧語系借用語に関する記述には積
極的かつ寛容であるが，日本語系借用語に関する記述
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朝鮮語辞典に反映された日本語系借用語
においては消極的かつ否定的になっている点からもう
かがい知ることができる。そして，その一方で日本語
系借用語に鰐する置き換え語彙の提示においては積極
的な様相を示しているのも，民族的自尊心のなせるわ
ざであるe
　日本語という異言語による支配を受けながら近代朝
鮮語が歩んできた歴史は，日本語からの「言語汚染」
を払拭しようとする朝鮮語醇化主義を支えている。韓
国における朝鮮語辞典編纂においても，日本語系借用
語に関する語源表記は，この醇化主義に従属する形を
とっており，体系的な記述を妨げる障壁となっている
とも言えよう。しかし，それは「国語辞典」にとって
は決してのがれることの出来ない宿命なのかもしれな
し、o　（1996．工．ユ6）
　　　　　　　　　　　注
1）29名が拘束され，高等法院での上告棄却（工945年
　　8月13日）により2年から6年の実刑が確定して
　いた李克魯，雀銭培，李煕昇，鄭寅承ら4名は，
　1945年8月17日になって威興刑務所から解放され
　た。威興地方法院の起訴事由書によれぽ，「うわべ
　では文化運動の仮面を被り朝鮮独立を目的とした
　実力培養団体として，本件が検挙されるまで10年
　もの長期にわたり，朝鮮民族に対して朝鮮の語文
　運動を展開して来たものである。（中略）偏狭な民
　族的観念を育て，民族文化の向上，民族意識の昂
　・揚など，その企図するところは朝鮮独立のための
　実力伸長の手段を極めることだった。」（朝鮮語訳
　からの重訳）と昆族語文運動を独立運動と絡めて
　断罪していた。（『・・ングル学会50年史』pp．17－18
　参照）
2）李允宰（1888年慶尚南道生れ，1943年12月8艮没），
　韓澄（1886年ソウル生れ，1944年2月22日没）の
　　2人。取り調べ過程での拷問と威興刑務所での劣
　悪な獄中生活のために他界したとされる。李熈昇
　は洪原警察署で李允宰が拷問される現場を目撃し
　た時の状況を次のように記している。
　「また一度は，桓山（李允宰の号）が水拷問を受け
　るのを見た。長い板で作った長椅子に横たえ，頭
　を椅子の端から下に落としてから，やかんの口か
　ら出てくる水を鼻の穴に注ぐのだった。少し穏健
　　（？）にやる方法としては，タオルで鼻の穴と口
　を覆ってから水を注く・のが普通なのだが，この連
　中は無知なことにもそのまま鼻の穴に水を注ぐの
　だった。この水を飲まないように抵抗するのだが，
　息をせざるを得ないので，おのずから水が郷から
　入ることとなり，この水が気管，気管支，肺に流
　れ込むことになる。こうして，やがては肺を駄目
　にする。桓山もはじめは水を飲まないように強く
　抵抗したが，そのかいもなく，水は肺に流れ込ん
　でいo．た。はじめは水をやたらに飲んでいたが，
　どれほどたくさん飲んだからなのか，あとで
　　〈ホッ〉という声を立てて水が逆戻りした。する
　と，そのまま失神し，うわごとのように〈オ！
　オ！〉とうめき続けるのだが，その時，こんなこ
　とをしただろうと訊ねても，ただハイ，ハイと言
　　うだけだし，あんなことをしたことがあるだろう
　と訊ねても，ただハイ，ハイと言うだけだった。
　いわぽ，意識が朦朧とした中でのうわ言の返事
　だった。」（『桓山李允宰先生紀念文集』，国立国語
　研究院編，1992年，ソウル，pp．13－14）
3）　「太極旗，大韓帝國，李王家，大闘，白頭山，壇
　君，無窮花」などのカードの注釈が極めて不穏か
　つ反国家的であると問題視され，「京城」について
　の注釈が「東京」のそれより何倍も長く詳しいの
　は，明らかに反国家的思想の表現だとされたとい
　う。（「朝鮮語学会罫件回想録⑤」李煕昇著参照。
　月刊誌『思想界』掲載，出版年不祥）　また，『ク
　ン　サジョソ』の「編纂の経緯」には解放当時の
　状況が次のように記されている。「その年（1945年
　一訳注）の9月8日，ソウル停車場の倉庫で辞典
　の原稿を見つけ出したが，20年間積み重ねた努力
　が水泡に帰さなかったことは，天祐でなくて一体
　何であろうか！　この日，原稿の入った箱の蓋を
　開く人の手は震え，原稿を手にした入の目には熱
　い涙がにじんでいた。」
4 今から20余年前にハソグル学会の手によって『ク
　　ソ　サジヨソ』の補筆改訂作業に着手され，完成
　　されたものが『ウリマル　クソサジヨン』である
　　と，その「序言1で述べている。朝鮮語学会を前
　身とするハソグル学会は徹底した民族語鈍化主義
　を貫いている民間学術団体である。『国語学年鑑
　1995』（国立国語研究院編）によれば，会員数は
　35，000名を数えるという。しかし現在，相当数の
　主要な朝鮮語学者がハソグル学会からは離脱した
　状況にある。韓国政府は1990年11月14日，民間学
　術団体であるハソグル学会とは別に，「国立国語研
　究院」を設立して言語政策の研究・啓蒙活動を行っ
　ている。
5）「くilJとハソグル表記されているものを，本稿で
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　　は「〈日」と漢字表記に変えて示した。」
6）音声環境に応じて生ずる音韻変化のうち，有声音
　　化，および口蓋音化以外については，見撫し語の
　　ローマ字紙写に反映させないこととした。
の朝鮮i語で用いられる漢字の字体は本字であるが，
　　本稿では現代日木語で用いられる字体で示した。
8）民間語源意識が働いた結果，朝鮮語ka・ru（粉）と
　　の合成語ka－cla・ga・ru（片栗）という語形も用いら
　　れている。
9）このほか，so・ra・sε1‘（空色）という語もよく用い
　　られる。
10）後略Eff，IL　ta・raもta－ra・iと共によく用いられる。
1ユ）日本語から借用された闘投詞ではwa（わあ1）や
　　jo・1｛（ようし1）も用いられている阜また，　jo・i・sa
　　（よいしょ）は意味と音の関連から日本語からの
　　借用の可能性が高い語である。
12）fg音uが無声化したものを表記したのであれぽ，
　　必ずしも誤記とは言えない。
13）飲・食店などでは，　li・bo・ri（お絞り），　sa－ra（皿），
　　wa・ri・ba・Si（割り箸），　tSa・bu－doB（座布団）も用いら
　　れている。
14）　『ウリマル　タンサンジョン君が見出し語に採用
　　しているlca・ina・bo・go（蒲1鉾），　ko・da；7　s　－i（こた
　　つ）の如き使用頻度の低い語彙まで含めると，ka－？
　　ka－ri（係り），　ka・，　ke・so・ba（かけそぼ），　ka－P
　　ke、u，cl。n（かけうどん），　ka－P　ku・（m。k）（角材），
　　ka－9。（篭），　ka・ne（お金），　ka・da・（baP）（型一，
　　刑務所の食事）など，本文に掲げたリストとは比
　　較にならないほど多くの日本語からの音借語リス
　　トを掲げることができる。拙稿（1989年）参照。
15）1国語大辞典』（1991年）のkの項について筆者が
　　調査したところによれば，日本語からの音借語は
　　以下の30語が見出し語に採用されている。
　　　ka－da（肩），1｛a・da－（7　pan）（堅くノ｛ソ〉），　ka－da・kh
　　u・ri（片栗），　ka－ra－o’khe（カラナケ）ka－ra－the（唐
　　手），ka－ri・baV（ガリ版），　lca・ma・ni（夙），　ka・ma・
　　bo・khe（蒲鉾），　ka・bo（株），　ka・bu・khi（歌舞伎），
　　（ka－s　D　－dSi－dsi－mi（〈ガス〉縮み）lta－wa－sa－khi・
　　（pj　P）（川崎病），（ka・d5uk）－d5am－ba（〈皮〉ジャ
　　ソバー），ke・da（下駄），　ke・ra（ゲラ）｝ke・ra・（swε）
　　（ゲラ〈刷り〉），ke・1－sja（芸者），　ko・de（鰻）
　　ko－do－r1（五鳥），　ke－ji－khi（古事記），　kon－nja・kh
　　u（こんにゃく），koniro（こんろ），　kon・（sεk）
　　　（紺〈色〉），ku・du（靴），　ku－ro－Si・e（黒潮），　ku・ru・
　　ma（車），　ku－ru・ma－（，　kun）（車く夫〉），　ki－ga－kh
　　U（伎楽），ld－do（木戸），　ki－mo・no（着物）
　　このうち，『ウリVル　クソサジョソ』の見出し語
　にない語は10語である，また，二つの辞典に共通し
　て見出し語に採用されている語は14語のみである。
　　なお『国語大辞典』（1991年）では，上記の30語以
　外に，日本の地名39語，日本人の人名13語が見出し
　語に採用されている。
16）ku・7　s　i，　ku－P　Su，1｛us・tlhuなどの語形が植民地時
　　代の｝i弱鮮語出版物に見られる。拙稿（1991年）p．
　　353参照。
17）1和製カタカナ語辞典』（1995年）の「カ」の衷の
　　見出し語44語と「キ」の項の見出し語28語につい
　　て，『ウリマル　クソサジョソ』を調べてみると，
　　「ガスストーブ，ガスレソジ，ガソリソスタソド，
　　カーペット，カレーライス、tカンニング，ギプス，
　　キーポイソト，キャッチボール」の9語が見出し
　　語にみられるeこのうち，「日本で作ったi英語」と
　　語源表記されているのは「ガソリソスタソド」1
　　語のみである。
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